
自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
と
下
野
市

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
は
１
９
７
４

年
河
内
郡
南
河
内
町
に
開
設
さ
れ
、
栃
木

県
南
保
健
医
療
圏
の
中
核
病
院
と
し
て
、

下
野
市
の
皆
さ
ん
の
医
療
を
支
え
て
い
ま

す
。

　
「
医
療
圏
」
に
は
一
次
保
健
医
療
圏
、
二

次
保
健
医
療
圏
、三
次
保
健
医
療
圏
が
あ
り
、

一
次
保
健
医
療
圏
は
身
近
な
医
療
を
提
供

す
る
単
位
で
、
市
町
村
を
単
位
と
す
る
こ

と
が
原
則
で
す
。
二
次
保
健
医
療
圏
は
救

急
医
療
や
が
ん
治
療
、
周
産
期
医
療
な
ど

日
常
生
活
圏
で
通
常
必
要
と
さ
れ
る
医
療

の
確
保
の
た
め
の
単
位
と
し
て
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
三
次
保
健
医
療
圏
は
原
則
的

に
都
道
府
県
が
単
位
に
な
り
ま
す
。

　

栃
木
県
に
は
６
つ
の
二
次
保
健
医
療
圏

（
図
１
）
が
あ
り
、
下

野
市
を
含
む
県
南
保

健
医
療
圏
は
、
人
口

が
約
48
万
人
で
、
栃

木
県
全
体
の
24
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
こ

の
医
療
圏
に
は
自
治

医
科
大
学
と
壬
生
町

の
獨
協
医
科
大
学
が

あ
り
、
１
，
０
０
０

床
以
上
の
大
学
病
院

が
２
つ
あ
る
と
い
う

極
め
て
特
殊
な
医
療

圏
で
、
近
隣
医
療
圏

か
ら
の
患
者
流
入
が

多
い
の
が
特
徴
で
す
。

診
療
を
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
に
委
託

し
て
い
ま
す
の
で
、
夜
間
・
休
日
の
軽
い

疾
患
の
方
は
、
新
小
山
市
民
病
院
内
に
あ

る
夜
間
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー
に
受
診
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

下
野
市
で
は
周
辺
の
市
町
村
か
ら
重
症
の

患
者
さ
ん
を
多
く
受
け
入
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
軽
症
の
患
者
さ
ん
に
は
小

山
市
で
受
診
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
、
少

し
ね
じ
れ
た
状
況
に
あ
り
ま
す
。

２
０
２
５
年
の
自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
は
、「
他
医
療

二
次
保
健
医
療
圏
と
救
急
医
療
圏

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
に
は
、
県
東

保
健
医
療
圏
、
宇
都
宮
保
健
医
療
圏
か
ら

も
多
く
の
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
そ
れ
に
加
え
て
県
外
の
保
健
医
療
圏

か
ら
も
受
診
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
（
図

２
）。

　

二
次
保
健
医
療
圏
に
は
、
重
症
救
急
症

例
の
た
め
の
三
次
救
急
医
療
機
関
（
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
）
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
南
保
健
医
療
圏
は
小
山
医
療
圏
と
栃
木

医
療
圏
に
分
け
ら
れ
、
自
治
医
科
大
学
附

属
病
院
は
小
山
医
療
圏
（
下
野
市
、小
山
市
、

上
三
川
町
、
野
木
町
）
の
三
次
救
急
医
療

機
関
と
し
て
年
間
約
５
，
０
０
０
台
の
救

急
車
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
下
野
市
は
夜
間
・
休
日

圏
か
ら
の
重
症
患
者
流
入
増
加
へ
の
対
応
」

と
「
下
野
市
の
一
次
救
急
、
二
次
救
急
医

療
制
度
の
再
構
築
」
を
今
後
10
年
の
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
厚
生
労

働
省
は
、
２
０
２
５
年
を
め
ど
に
病
床
機

能
報
告
制
度
を
実
施
し
、
高
度
急
性
期
病

院
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
病
院
ご
と
の
病
床
機

能
を
明
確
に
し
、
都
道
府
県
の
中
で
そ
の

役
割
分
担
を
決
定
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ

ま
す
。

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
は
引
き
続
き

高
度
急
性
期
医
療
の
担
い
手
と
な
る
べ
く
、

診
療
能
力
の
拡
充
を
計
画
し
、
そ
の
一
環

と
し
て
、
外
科
系
診
療
機
能
の
充
実
、
高

度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
機
能
拡
充
の
た
め
、

２
０
１
８
年
４
月
開
設
を
目
標
と
し
た
外

科
系
新
棟
建
設
計
画
に
着
手
し
ま
し
た
。

ま
た
、
夜
間
・
休
日
の
軽
症
患
者
さ
ん
の

た
め
の
急
患
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
、

話
し
合
い
を
始
め
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
に
は
現
在
よ
り
も
10
％
程

度
の
医
療
需
要
が
増
加
す
る
こ
と
及
び
周

辺
医
療
圏
か
ら
の
患
者
流
入
の
増
加
も
想

定
さ
れ
る
た
め
、
現
在
の
１
・
５
倍
程
度
の

診
療
能
力
を
持
つ
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
下
野
市
・
栃
木
県
の
医
療
を

軽
症
か
ら
重
症
ま
で
し
っ
か
り
と
支
え
て

い
く
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
下
野

市
の
皆
さ
ん
に
ご
意
見
い
た
だ
く
こ
と
は

大
変
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自治医科大学附属病院　連携協働コラム

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
と
下
野
市
の
２
０
２
５
年

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院　

副
病
院
長

消
化
器
外
科　

佐さ

た田　

尚な
お
ひ
ろ宏

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

第
35
回
天
平
の
花
ま
つ
り(

平
成
26
年
度)

の
来
場
者
数
は
何
人
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

①
約
５
万
人　

②
約
10
万
人　

③
約
20
万
人

問
１ ■二次保健医療圏　圏域図（図1）
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■ 自治医科大学附属病院における医療圏別入患者数の推移（図2）

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.3
23


